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出題のねらい

I. 専門的な医科学英語を正確に日本語に訳す力を問う。免疫応答や疾患名などの専門語彙、文の構造を正しく理解
し、内容として食物アレルギーの定義・多様な症状・年齢差・治療の進展を把握できるかを確認する。

II. 一般的な健康英文を題材に、情報把握・要約・思考を総合的に評価する。問1、2は内容理解、問3、4は要約・整
理、問5は筆者の主張を自分の言葉で説明する力を問う。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

I．（全訳）食物アレルギーは、食物に対する免疫反応が有害反応を引き起こした結果として生じる。食物に対する免
疫反応は、急性アレルギー反応やアナフィラキシー、食物タンパク質誘発性アレルギー性直腸結腸炎、食物依存性運動
誘発性アナフィラキシー、口腔アレルギー症候群など、様々な症状や障害を引き起こす可能性がある。食物アレルギー
反応は、好酸球性食道炎やアトピー性皮膚炎などの慢性炎症性疾患の一因にもなる。食物アレルギーは乳児から成人ま
でのすべての年齢層でみられるが、その特徴は年齢によって異なり、診断・予後・治療に重要な影響を及ぼす。新たな
食物アレルギーはどの年齢でも発症する可能性があり、乳児期と成人期を問わず、新規な食物アレルギーの病因には類
似点があると考えられる。食物アレルギーの対処方法は生涯にわたって大きく変化し、医師と患者はそれに応じて対応
し、最適なケアを行う必要がある。食物アレルギーの治療法は新たに開発されつつあり、これらの治療の有効性や安全
性は、治療を受ける年齢層によって異なる可能性がある。
II．
問1． 心臓、肺、血液循環、筋肉、骨、関節、そして精神状態（気分）に良い影響が表れる。
問2．休まずに少なくとも12分間続けられる運動で、酸素を使ってエネルギーを作り出す運動。
問3．被験者は5つのグループに分けられた。体力が最も低いGroup 1の死亡率は、中程度の体力の人よりも2倍以上高
かった。
問4．体をあまり使わない仕事をしている人は、余暇にスポーツをして体を動かすべきだ、と勧めている。
問5． 運動を習慣的に続けることが健康維持に重要であり、必ずしも激しい運動である必要はなく、中程度の体力を保
つことが寿命の延長につながるという考えを示している。


